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Tetrazolo[1,5-a]pyridine は 2-Azidopyridine との平衡にあることが知られており、それぞれの構造を活か

した変換反応が開発されてきた。今回私は 5-Bromotetrazolo[1,5-a]pyridine を高変換性の合成ユニットと

して見なし新規多窒素π共役化合物の合成を試みた。初めに、2,6-Dibromopyridine に対するヒドラジン

の置換反応、次いで亜硝酸ナトリウムを用いてアゾ化させることで 5-Bromotetrazolo[1,5-a]pyridine を得

た。次に、多窒素骨格の構築を目指して Huisgen反応の検討を行なった。Cu(SO4)•5H2Oを触媒として用

いた場合では所望の反応が進行しなかったが、代わりに(CuOTf)2・C6H6を用いることで目的物を 38％の

収率で得た。さらに、Br基の変換反応を試みたので併せて発表する。 

 


